
静電圧力を用いた流体ディスプレイの開発

連絡先：TEL ＆FAX: 0238‐26‐3226 Email: kano@yz.yamagata‐u.ac.jp

静電圧力とは

静電圧力方式新規デバイス(マクロモデル)

Δp ：静電圧力 [N/m2]
ε0：真空の誘電率 [F/m]
εl：液体の誘電率 [F/m]
E ：電界 [V/m]
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二枚の並行平板電極の間に電圧を
印加し電界を発生させると,圧力が
発生し水面が上昇する.
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中央電極の色が表示 液体の色が表示

表と裏の流路に個別で
電界を与えることができる．
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移動距離
〔mm〕

10 0.5 0.15

時間〔ms〕 1111 56 17

電界なし 電界印加後

150×150μm2のデバイス
では17 msの応答時間が

期待できる．

電界3kV/mm印加時の
液体移動距離と時間の関係

液面位置 液面位置

着色液体の動作実験
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•電界印加の様子

•静電圧力と電界の関係

まとめ

•動作確認が出来,かつ高速な応答性を示した
•製作した着色液による動作確認が行えた
•静電圧力を利用したディスプレイは実現可能である

反射型ディスプレイ
問題点：応答時間が遅い

背景

日本初の静電圧力を
用いたディスプレイの
開発に着手した

山形大学大学院理工学研究科機械システム工学分野 鹿野研究室

・実験装置図
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電気力線

絶縁性液体

電極

着色液でも静電圧力により動作するので,ディスプレイに用
いることが可能である.

（応答時間：100msec）
透明電極

対向電極

絶縁性液体
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帯電した粒子

マイクロカプセル

研究室で制作した特殊な着色液
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電気泳動方式
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